
試 験 研 究 成 果 情 報 対象 研究担当

1 施肥と栽植密度によるトビイロウンカの耕種的防除効果 水稲 有機農業

2
2014年の県内におけるストロビルリン系薬剤耐性イネいもち病菌の発生状
況

水稲 病害虫農薬

3 本田中後期のトビイロウンカに対するジノテフラン剤の防除効果 水稲 病害虫農薬

4 集落営農法人経営シミュレーションソフトの開発
水稲･麦･
大豆･野菜

企画経営

5
パン用小麦「ミナミノカオリ」の穂発芽の発生を回避し、生産安定を図るため
の播種時期

麦 作物栽培

6 多収で抗酸化活性が高い黒大豆新品種「佐賀黒７号」 大豆 作物育種

7 イチゴにおけるナミハダニの各種殺ダニ剤に対する感受性 イチゴ 病害虫農薬

8 イチゴ萎黄病菌のポットを介した伝染と効果的消毒法 イチゴ 病害虫農薬

9 アスパラガス疫病による若茎の腐敗 ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 病害虫農薬

10
太陽熱処理、ＢＴ剤および防虫ネット被覆栽培による12～１月どりキャベツ
の有機栽培

キャベツ 有機農業

11 冬どりキャベツの有機栽培に適した品種 キャベツ 有機農業

12
宿存がくの連続着生および着色が優れるホオズキ新品種候補「佐賀Ｈ５
号」および「佐賀Ｈ６号」

ホオズキ 花き

13 厳選期出荷作型に適した白色秋輪ギク「神馬２号M選抜」 キク 花き

※成果情報は、当センターのホームページに掲載しています。検索方法は、4頁目を参照してください。
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佐賀県農業試験研究センター

平成26年度の試験研究成果として13課題とりまとめました

佐賀県

１

所長

田﨑 博文

ニ ュース

平成２７年度を迎え、当センターも、私を含め顔ぶれが変わり、新たな体制

で始動したところです。

試験研究には、生産現場で直面する課題から消費者の多様なニーズに応える

まで多種多様な課題に速やかに対応することが求められています。

こうした中で、当センターとしては、関係機関と連携し、研究成果の生産

現場での実証、普及などに取り組み、農業が希望の持てる産業に変革し、成長

産業となるべく、全力を傾けていきたいと考えています。

このような状況を踏まえ、当センターでは、今年度から７つの新たな研究課

題に、取り組むことにしています。具体的には、水稲や花などの新品種の育成

・開発、有機栽培技術の開発、中山間地域に適した新たな園芸品目の創出、タマネギなどの露地野菜

の経営モデルの作成などであります（Ｐ４参照）。また、病害虫防除対策、施設野菜における統合環

境制御技術の確立、水稲・麦・大豆の省力栽培技術の確立などには、引き続き取り組んでいくことと

しております。

さて、このセンターニュースは、当センターの取組などを、より多くの皆様に知っていただくた

めに、平成２５年５月に第１号を発刊してから２年が経過し、今回、第５号を発行することができま

した。これからも、よりわかりやすい、親しみやすい紙面づくりに努め、当センターの情報の継続的

な発信を行ってまいりたいと思いますので、感想や、ご意見などをお寄せいただければ幸いです。

今後とも、皆様のご支援をよろしくお願いいたします。

ごあいさつ



【 作物育種研究担当：４５－８８０７ 】

【 企画経営研究担当：４５－２１４２ 】

２

研究成果の紹介

集落営農法人経営シミュレーションソフトの開発しました

多収で抗酸化活性が高い黒大豆新品種「佐賀黒７号」

Ⅰ営農計画書(３カ年)
①圃場所在地
②面積
③耕作者(夏作･冬作)
④作物･品種名
(夏作･冬作)

営農計画書のデータ等を入力し、法人化後５期間の経営計画を
作成できる集落営農法人経営シミュレーションソフトを開発しました。このソフトは、法人と任意組合
の比較、運転資金の把握、会計期間や新たな機械導入等のシミュレーションができ、集落営農組合の農

家とＪＡ・行政機関の担当者が一緒になっ
て、法人経営を検討することができます。

ソフトの入手については、当センターの
企画経営研究担当へ、お問い合わせくださ
い。

作付面積から試算
①売上高(農産物)
②交付金等
③種苗費･肥料費･農薬費
④共乾利用料･作業委託料
⑤共済掛金

Ⅱ機械･施設等購入データ
①機械･施設名(型式)等
②取得年月日
③取得価格･補助金
④耐用年数

Ⅲ出納帳(収入･支出)
①取引月
②取引内容
③取引金額
④勘定科目

Ⅳ作業受託データ
①作業月
②作業内容
③作業料金

Ⅴリース機械データ
①機械･施設名(型式)等
②リース期間(年月日)
③リース料(消費税)

Ⅵ基礎データ
①資本金等
②法人税率等

減価償却計算
①法人
譲渡価格→減価償却費

②任意組合
減価償却費

キャッシュフロー

（５期分）

※月別の勘定科目の整理

財務諸表（５期分）
①貸借対照表
②損益計算書
③生産原価報告書
④販売費及び

一般管理費明細書
⑤剰余金処分案

試算結果
（５期分）

法人と任意組合との比較

図 集落営農法人経営シミュレーションの入力から試算結果までのフロー図

データ入力

出力票

必
須

必須

佐賀県は全国でも有数の大豆産地ですが、オリジナルの黒大豆

品種はありませんでした。このたび開発した「佐賀黒7号」は、

「新丹波黒」よりも莢付きが良いため1割程度多収です。やや小

粒であるため、苗立が良好で安定栽培が可能です。また、枝が広

がりにくいため、機械での中耕培土やコンバイン収穫がやりやす

く、「フクユタカ」と同じように省力的な栽培ができます。

7月10日播種での収穫時期は11月25日頃となります。

さらに、健康志向が高まるなか、消費者が関心を寄せているポ

リフェノール含有量が「新丹波黒」よりも多く、抗酸化活性が高

いという特徴があります。

用途としては煮豆や枝豆のほか、しぼり

豆（甘納豆）、ひき割りにして雑穀米の材

料などの利用が期待されています。なお、

「フクユタカ」や「むらゆたか」などの黄

大豆に混入しないように、これらの品種に

隣接したほ場での作付は避けてください。

図１ 収穫時期の姿

佐賀黒7号 新丹波黒

図２ 新丹波黒よりもやや小粒



冬どりキャベツの有機栽培体系を開発しました

【 有機農業研究担当：４５－８８０８ 】

①有機栽培体系の実践で3.5～4.5t/10aの収量が見込めます。

②有機栽培に適している品種は、「彩風」、「冬藍」、「YR冬武者」、「彩音」、「耐寒大御所」で、
これら品種を栽培することで12月から3月までの継続的な収穫が可能となります。

③太陽熱処理を施肥・畦立てから定植までの約1ヶ月間行うことで、抑草とネキリムシへの防除効果が
得られます。

④害虫対策として、育苗期は防虫ネット（0.8㎜目合い）をトンネル被覆します。定植後のチョウ目類
に対してはBT剤を3回散布し、アブラムシは有機JASでも使用ができる気門封鎖型薬剤で対応します。

本栽培体系のポイント

育苗 太陽熱処理 定
植

追肥２回

BT剤散布３回
収穫

無散布区 BT剤区

8月上旬 8月初旬 9月上旬 定植2週間後、結球開始期 12月～3月

（9月下旬、10月下旬、11月中旬）

栽培体系の流れ

（約1ヶ月間）

本圃の太陽熱処理 チョウ目害虫防除 収穫物

7月の新盆出荷に対応できるホオズキ新品種登場！

切り枝用「佐賀H５号」、 実とり用「佐賀H６号」

＊実の形が良い＊実の形が良い＊実着きが特に良い＊実着きが特に良い
在来
系統

佐賀
Ｈ５号

佐賀
Ｈ６号

訪花昆虫(交配用の蜂等)を放さなくても実着きが良く、着色が早い２品種を育成しました。

両品種ともに、エスレル処理を行うと約３週間で着色することから、７月の新盆出荷にも対応可

能です。「佐賀Ｈ５号」は実着きが特に良いことから切り枝栽培、「佐賀Ｈ６号」は実の形が良い

ことから実とり栽培に適しています。また、形質も固定できているので、実生栽培ができます。

平成２８年度産から本格的に栽培できるようになる予定です！

【 花き研究担当：４５－２１４３ 】

３

施肥・
畦立



白石分場

本 場

発行所
佐賀県農業試験研究センター

（企画情報部 企画経営研究担当）
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当ニュース記事を利用される場合は、御一報ください。

佐賀県農業試験研究センター 検索

クリーク清掃を行いました

平成27年度から新たに取り組む
試験研究課題

≪白石分場：８４－５１６９≫４

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

野菜育種研究担当の紹介

課 題 名
研究
担当

期間

１
攻めの農業実現のための水稲品種
の育成

作物
育種

H27
～31

２
タマネギを主体とした露地野菜複合
経営モデルの作成

企画
経営

H27
～28

３
タマネギの規模拡大に対応した生
産安定技術の開発

白石
分場

H27
～31

４

有機栽培における冬どりキャベツ等
の品種・食味向上と土着天敵・コン
パニオンプランツの利用による安定
生産技術開発

有機
農業

H27
～30

５
中山間地の新たな特産物になりう
る園芸品目の創出

山間
畑作

H27
～30

６
多様なニーズに対応した佐賀オリ
ジナルのキク新品種開発

花き
H27
～31

７
新産地形成を目的としたシンテッポ
ウユリ安定生産技術の開発

花き
H27
～30

タマネギの規模拡大に対応した生産安定技術の開発

佐賀県のタマネギ栽培は、省力機械の導入やインフラ

の整備が進んでおり、１戸当たりの栽培面積は増加して

います。

しかし、機械化が進

む中、収量・品質の低

下が懸念され、また、

最近、急速に被害が拡

大している「べと病」

の多発は生産コストの

増大から規模拡大の妨

げになっています。

そこで、全自動定植

機に対応した高位生産

技術の開発や、「べと

病」に対応した生産技

術の開発に取り組みま

す。

ポット苗の状況

移植機による植え付け

野菜育種研究担当では、主にイチゴやナ
スの新しい品種を開発しています。これま
でに、全国第２位の栽培面積であるイチゴ
「さがほのか」や、単為結果性の長ナス
「佐賀Ｎ１号」、ワケギ「さがゆたか」、
同「さが乙女」、サトイモ「福頭」などを
品種登録してきました。

現在は、「さがほのか」よりもさらに赤
くて糖度が高い果実、収量の多い品種を目
標に、「イチゴ次世代品種緊急開発プロ
ジェクト」で選抜を進めています。また、
病害抵抗性や低温伸長性、さらに四季成り
性や種子繁殖性も視野に、母本の育成を
行っています。

ナスでは、単為結果性がより安定し、と
げなし性を付加した系統の評価を行ってい
ます。

また、放射線の一種であるシンクロトロ
ン光を照射し、突然変異による品種開発の
研究も行っています。

岡係長
伊東
研究員

中島
技術員


